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現在,わが国において,農産物の輸入自由化をめぐ

って活発な議論がある.日米間の貿易摩擦の解消の手

段として,農産物輸入制限枠の拡大,さらには枠その

ものの撤廃要求がある.また,食粒管理制度にともな

う累横赤字 (1980年時点で 8,000億円強)を背景に,

NIRA (総合研究開発機構)報告に代表される考え一

農産物価格支持を撤廃すれば,農地流動化が進展し,

経営耕地規模が拡大して,農産物の生産費が低下する

という考え (総合研究開発機構,1981)-ち,究極に

おいては,わが国農業の保護の撤廃をねらってのこと

である.

農産物貿易の保護か自由かは古くて新しい問題であ

り,かつてイギリスにおいて,この問題をめぐり活

発な議論が行なわれていた.いわゆる穀物法 (Corn

Laws)論争がそれである.穀物法とは,穀物,すな

わち,小麦,大麦,エンバク, ライ麦,麦芽,ピー

ス,ビーンズ, トウモロコシからなる穀物の①国内

交易一男占,転売の禁止,パン価格の公正化等-の規

刺,⑧輸入調整および③輸出調整,にかかわる法律群

である (Barnes,1961,p.xiv).

穀物法の起源 は古くは中世にまでもさかのぼりう

る一最初の立法化は1436年 といわれるが,穀物規制

はそれ以前から行なわれていた-けれども,とりわけ

輸入調整が重要になるのはイギリスが産業革命を経過

する過程で,穀物の輸出国から輸入国へ転化する時期

である. この時期に,穀物関税の是非をめぐって,穀

物法の撤廃が約束するものは "穀物価格の低下一国内

農業の衰退-→工業品への需要の減少であり,少数の貿

易業者を除く他のすべての階級の利益の減少である"

として保護関説を主張するマルサスに代表 される説

と,"穀物価格の低下一隻銀の低下-利潤の増大-蓄

積の促進-雇用の増大･賃銭の上昇"が穀物法の撤廃

よって得られるとするリカードに代表される自由貿易

を主張する説とが対立し,議論が展開されるのである

(大阪市立大学経済研究所編,1971.372貢).

穀物法論争を経過するなかで,結果として,自由貿

易論者が勝利を得,穀物法が撤廃されるのであるが,

自由貿易論者が勝利を得た社会･経済条件一後述する

コブデンやブライトらの反穀物法同盟 (Anti-Corn-

Laws-League)に市民･労働者階級が結集する理 由

等-,あるいは,また自由貿易論者,たとえば,A.

スミスやD.リカードの農業観 ･農業展望等は興味あ

るかつ重要な課題と思われるが,これらは今後の課題

として,本論では,穀物法の撤廃によってイギリス農

業はいかなる影響をうけたか,また,それらイギリス

の経験から何を学ぶべきか,これらの点について概略

的にすぎないけれども考察してみたい.別の言葉でい

えば,農産物の自由貿易の結果はどうであったかを明

らかにしたい.わが国農業の将来展望に関して,イギ

リスの経験は一つの実験として参考になると考えるか

らである.

1. 穀 物 法 略 史

穀物法の撤廃が1846年に行なわれたことは周知の

事実である.この直接の動機はイングランドにおける

不作,さらに,アイルランドにおけるバレイシヨの失
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敗による飢腫であるといわれる.

このような不作･飢鰹と,コプデン,ブライトらを

中心とする反穀物法同盟による運動の高まりがときの

首相サー･ロバート･ピールをして 1846年法 (すな

わち,農産物自由化法)を成立せしめたのである･同

盟の結成は1838年9月24日マンチェスターのヨーク

ホテルにおいてプレンチイス以下7名によって会合が

もたれたときに始まる. その会合において,"彼らの

目的が穀物法の半途的改正にあらざる,その全廃にあ

ることを明らかにし,この目的を徹底化するためにそ

の名称も反穀物法協会 (Anti-CornLaws-Associa-

tion)一反穀物法同盟への名称変更は1839年3月20日

である-とすべきことを申合せ,更に,運動が積極的

に行はれんがためには社会の各階級に呼びかけること

を必要とし,これがために会費も年額5シリングの少

額にすること"が決定された (北野,1943,288頁).

同盟の活動は議会への請願書の送付,ポスターやパン

フレットの発行,都市･農村における講演会の実施,

議員の後援等である.反穀物法同盟が目的達成に成功

した原因は,北野 (1943,426-431頁)によると,①

同盟にはよき指導者がいたこと,④同盟は目的におい

て簡単かつ明瞭であったこと,③同盟の目的が消極的

であったこと,④同盟は階級闘争を主張しなかったこ

と,⑨同盟 は地主との論争において勝利者であった

こと,⑥同盟には分離派諸教会の背景があったこと,

⑦自由主義の侵潤,である.

しかしながら,このような穀物法撤廃の動きの背後

には,従来の重商主義的国家介入ではなく,経済秩序

に対する d自由放任"の思想があった.つまり,三沢

(1958,70-71真)によると,〝人口が急速に増加し,

国民の生活水準が上昇しつつあった当時のイギリスに

とっては,産業の諸分野における生産力の拡充が切実

な無題であった｡そして,すでに産業革命を経過して

工業化への諸条件を十分にととのえた後においては,

安い食糧と原料との獲得を可能にする自由貿易と,個

人の企業能力に最大の活動余地を保証する自由放任こ

そ,生産力拡大を実現する最も確実な,そして最も有

効な政乗とみなされたのである".

このような思想に導かれてイギリスは自由貿易政策

を採用するのである.しかし,自由貿易政策はいうま

でもなく国際分業の経済を目的とするが,19世紀イ

ギリスはその利益を確保できる条件を有していたであ

ろうか.三沢 (1958,71貢)によると,イギリスはそ

の条件を有していたという.その条件とは,①は産業

革命を経過することによって到達した高度の技術水準

と大量生産を可能にする生産方法であり,これらがも

たらす高い生産性によって,イギリスの製造業者は世

界の市場に優越的地位を得ることができた,④は以前

から行なわれていた海外投資であり,これは,それ自

体が輸出の増大に寄与するとともに,海外に食糧と原

料との供給地を開発することにより,イギリスの自由

貿易が有利に展開する基盤をつくった,そして,③は

ロンドンが世界の金融市場であったことであり,輸出

入業者がその業務に必要とする金融の便宜がそこで得

られたことである.

以上述べた考え方･条件のもとにあったからこそ,

イギリスにおいては,19世紀末農業大不況期におい

ても保護の考え方は生じなかったのである.後述する

ように,イギリス以外のヨーロッパ諸国は高関税障壁

をもうけて,アメリカ小麦から自国農業を保護したの

であるが,イギリスは依然として自由放任政策を採り

つづけた.それが国民的利益 と考えられたからであ

る.農業における自由放任から保護政策への転化は

1920年代末の農業恐慌による農業者の窮迫,また,

第 1次大戦時における食糧輸送の擾乱による食糧不足

等を契機に実施されるにいたった.第2次大戦後,従

来の農業保護政策を体系化した,"安定と効率"右目

的とした1947年農業法が制定され, これは戦後イギ

リスの農政の基調をなしたといわれる.

ところで,撤廃された穀物法とはいかなるものであ

るか,穀物法の内容物とはいかなるものであったか,

検討しておくことが必要である.

前述のとおり,穀物法の歴史は古く,すでに中世に

おいても存在していたのであるが,以下内容を示すの

は,1815年,1822年,1828年,1842年,1846年の各

穀物法である｡マルサスとリカードとの周知のいわゆ

る穀物法論争の火種となる1815年法から1846年の撤

廃法にいたる法律的経過を述べる.第 1表はそれらの

要点を整理したものである.しかしながら,これら法

律の変遷の理解のためには,国内の社会的,経済的,

政治的な諸条件の考慮が必要であるが,ここでは本論

の目的がもっぱら穀物法撤廃が農業に与えた影響の検

討であるので,第 1表を参照しつつ,1815年以降の

穀物法の内容を大ざつばに概観するにとどめたい｡

1815年法においては小麦価格 クォーター当り80シ

リング未満のばあい輸入禁止,それ以上のばあい自由

輸入であった.この法律はナポレオン戦争後の価格低

落を防止するためのものであり,戦時ナポレオンによ

る大陸封鎖一輸入減-の結果実現されていた100シリ

ング台-1810年106シリング,1812年126シリング,
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第 1表. 1815-1846年における各穀物法の内容 (北野,1943,94貢,168頁,203貢,352-3頁,
420真より作製).

穀物法制定年次 穀 物 法 の 要 点

23

1815年法 外国穀物は何時にても無税にて輸入して保税倉庫に入庫し,諸種の穀物の平均価格が輸入許
可点まで到達したる時は,入庫品を国内消費用に庫出することを得｡外国穀物は価格が次表
又はそれ以上に到達したる時は,何等の関税を支払うことなくして,輸入或は保税倉庫より
庫出することを得.小麦は80シリング,ライ麦,魂豆,ソラマメは53シリング,ビール麦
或はビッグは40シリング,エンバクは27シリングである.

1822年法 外国穀物は穀価が70シリングに到達するまでは全然輸入禁止とすること, この点において
1815年法の如く無税にて輸入が許可されるのではなく,70シリングから80シリングまでは
12シリング,80シリングから85シリングまでは5シリング,85シリング以上は1シリング
の輸入税の支払によって,それぞれ輸入が許可される.

1828年法 この目的は1815年 並びに1822年の法令を撤廃し,いわゆ るスライディング･スケール
(slidingscale)の徹底を計らんとするものであった.而して課税の標準は小麦が52シリン
グのばあいに34シリング8ペンスの課税をなすことを基準とし,穀価が73シリングに及んだ
時に1シリングの関税となるものであった.

1842年法 穀物が51シリング以下の時は税率を20シリングとし,穀価が51シリングから52シリング
までの間は19シリングとす. ここに於て,いわゆる税率に於ける 間̀所'なるものを設けて,
小麦価格が52シリングから55シリングまでの間は関税は-率に18シリングとする,又,穀
価が55シリングから56シリングまでは17シリングとし,56シリングから57シリングまで
を 16シリングとす.穀価が57シリングから58シリングまでの間は税率を15シリングとし,
58シリングから59シリングまでは14シリング,59シリングから60シリングまでは関税は
13シリング,60シリングから61シリングまでは12シリング,61シリングから62シリング
までは11シリング,62シリングから63シリングまでは10シリング,63シリングから64シ
リングまでは9シリング,64シリングから65シリングまでは8シリング,65シリングから
66シリングまでは 7シリングとした. 而して,小麦価が66シリングから69シリングまで
は-率に6シリングとし,69シ7)ングから70シl)ングまでは5シリング,70シリングから
71シリングまでは4シリング,71シリングから72シリングまでは3シリング,72シリング
から73シリングまでは2シリング,73シリングから74シリングまではわずかに1シリング
の関税とする.

1846年法 穀物に関しては, 当時のスライディング･スケールの代りに,小麦の平均価格が48シ1)ン
グのばあいには関税を10シリングとし,価格が 1シリング向上するごとに関税も1シリング
づつ引下げることとし,53シリングに至って4シリングの一定関税を採用すべきことを提案
した.この緩和されたる等級は3年間継続すべきものとし,1849年2月 1日に於て,成文法
を以て,これを廃止し,その後はわずかに名目的関税率を採用することとした.

1813年 109シリンダーという高価格の再現を はか る

ものであった.輸出については前年 1814年にお いて

自由輸出となっていた.すでにイギリスは穀物の輸入

国であり,輸出の余地はなかった.加えて,穀物価格

水準の高いイギリスにあっては穀物輸出のメリットは

なかった.したがって,以後の穀物法は輸入をめぐる

規定となる.

1822年はにおいては基準価格が70シT)ングと低下

し,それ以下ならば輸入禁止となった.70シリング以

上のばあい,1815年法の一律自由輸入ではな く,国

内小麦価格に応じて,80シリングまで 12シリングの

関税,85シリングまで5シリングの関税,85シ リン

グ以上のばあい1シリングの関税となった｡

1828年法ではスライディング･スケール (sliding

scale)が採用され,52シリングのとき34シリング8

ペンスという高関税が課され,その価格より小麦価格

が 1シリング上昇するにともない関税が 1シリングず

つ減少するようにされた.より細かくいえば,小麦価

格が66シリング以上であるとき,価格が 1シリング

上昇するにつれ,関税 は最初は 2シリング,ついで

3,4シリングずつ低下する.

1842年法 で は,1828年法 の スライディング･ス

ケールが大幅に改善され,最高関税が20シリング と

大きく引き下げられた (1828年法のそれは34シリン

グ8ペンスであった)｡ また,52-55シリングのあい

だ,66-69シリングの あいだにそれぞれ 18シリン

グ,･6シリング という "間所",すなわち一定関税

(触edduty)が採用された.

そして,1846年法において,最高関税は10シリン

グとなり, しかも,53シ1)ング以上で4シT)ングと

いう一定関税が採用された.さらに,これは3年間の

暫定措置で,1849年をもって 1シ1)ングの名目関税

を課すことにするとしたのであり,ここに穀物法は事

実上撤廃されたのである.
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2. 穀 物 法 の撤 廃 とハ イ ･フ ァー ミン グ

穀物法の撤廃によって,穀物価格は大きく低下する

であろうことは撤廃賛成論者においても,反対論者に

おいても等しく懸念 されたところである.たとえば,

Caird(1967)は穀物法撤廃による穀物価格の下落を

必至と考え,それに対して "保護 (protection)"では

なく,高度に集約 な農業の必要性を強調したのであ

る. このような懸念の中で,農業改良を促進するため

の施策,たとえば,排水改良 ･客土等土地改良のため

の政府改良資金 (Government'sDrainageLoan)

の融資,また,農業技術の改良･普及を任務とする王

立農業協会 (RoyalAgriculturalSocietyofEngl

land)が設立された (佐藤, 1982;Moore,1965).

王立農業協会はイギリス農業の水準を高めることにお

いて大きな役割をはたし,イギリス農業の "心臓であ

り,頚脳である"と評される.その任務は土壌や耕転

についての理論,作物理論や農作物の一般的管理につ

いての理論,家畜の品種改良や病気の処置,種々の農

業機械の徐々な完成,および家庭における慰安や道徳

的向上についての労働者の状態の緩和に関する事実を

集め,普及すること等であり,そのために数多くの科

学講演,農業機械や家畜の "展示会 (show)", そし

て型耕競技会が開催され,機関誌 (王立農業協会誌)

が発行されたのである (Clark,1890,pp.ト19).

しかし,穀物法撤廃以後の価格は懸念されたような

低落を示さず,農業 は繁栄することになったのであ

る.モートン (鈴木ら訳,1978,338頁)によると,

"事実,1851-55年間の平均は,184ト45年間の54シリ

ング4ペンスに対して,56シリングであり", それ以

後19世紀末農業大不況にいたるまで,穀物価格 は年

次変動を含みつつも傾向としては低下をみなかったの

である.これは諸外国の戦争のために輸入が激減した

ためであり,たとえば,1854-56年のクリミア戦争の

ためにロシア穀物がパルチック海峡からしめだされ,

また,186ト65年の南北戦争のためにアメリカ合衆国

穀物のイギリスへの輸出丑は1862年の約82万 トンか

ら1866年の約3万 トンへと激減した｡しかも,イギリ

ス国内は平和であり,さらに "戦備用,実戦用並びに

戦後経営用に最重要なる物資,換言せばあらゆる軍需

品および資金を独占しており"(佐原訳,1926,111貢),

また,大陸および合衆国の鉄道建設材料としての鉄に

対する需要が増大したので,イギリスの工業は著しく

繁栄するにいたった-カリフォルニア (1849年),オー

ストラリア(1851年)における金鉱発見にともなう通

貸主の増大もこの繁栄の一因である-.ヴィクトリア

朝潮の経済繁栄がそれである.

他面,農業 の領域でも,農産物 の 自由貿易のも

とで,高度集約農業 と呼ばれるハイ･ファーミング

(highfarming)が実現したのである.ハイ･ファー

ミングが内容とすることは,Ernle(1968,p.349)

によると,"新統治の37年間 (新統治の37年間 とは

1837年のヴィクトリア女王の即位時から1874年まで

の期間を指す･ ･--筆者注)は来栄と進歩,地代と利潤

の増大,化学肥料利用の急速な増加,穀物栽培地域の

拡張,より多くの,よりよい品種の,よりよく飼養さ

れ,よりよく舎飼いされた家畜,あらゆる種類の農機

具の改良 排水改良による土地造成,道路建設,農場

家屋敷の建築,および便利な大きさの悶場への区画整

理への支出額の増加"が行なわれた時期である.つま

り,Ernleによると,ハイ･ファーミングとは種々の

農業技術の発達にもとづいて地代･利潤の増加がもた

らされた農業であるというのである.

しかし,Emleのハイ･ファーミング理解はこれら

農業技術の諸改良がいかに結合し,そして,いかに生

産力が高まったかという点において不十分である.筆

者はこれを混合農業 (mixedhusbandry)の展開と

いう形で理解しようとした.この内容については佐藤

(1981,1982)で報告しているので,以下ではその内容

を要約的に述べるにとどめる.

穀物法の撤廃以後,イギリス経済は前述した種々の

条件のもとで,いわゆるヴィクトリア的期の経済繁栄

を迎えた･そして,その条件下で,穀物 ･畜産物の価

格条件,および鉄道網の拡充等交通運輸条件が改善さ

れ,それが農業における技術的諸条件の改善を刺激し

たのである.すなわち,ハイ･ファーミング期におい

て耕種部門では,

①作物の収量を高め,かつ費用を節約するために農

業の機械化,とくに飼料カブの粂播農法 (drilLhus-

bandry)一深耕型 (deep-plough), 条播機 (drl'll-

plough),毒力中耕機 (hoe-plough)からなる畜力機

械体系-が展開し,

④ それを基軸として多肥化-多量 ･良質の厩肥に加

えて,過燐酸石灰 (Superphosphateorlime),硝酸

堤 (NitrateofSoda),グアノ (Guano)等購入肥

料の利用-,および

⑨劣等地の耕地化 と改良-パイプ･ドレィニング

(pipe-draining)や客土を中心とした土地改良-が進

行し,

穀物と飼料作物との交替方式が一般化するのである.
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その結果,収量の増加がもたらされた.

小麦の収量の変化をみると,農業革命期 ノーフォ

ークにおけるエーカー当り平均小麦収量は24ブッシ

ェルであったが,ハイ･ファーミング期には Caird

(1967. 付表)の推定によると,26% ブッシェル

(1850年),28ブッシェル (1880年)で 21/2-4ブッ

シェルの増加である. このばあい,注意すべきこと

は,Caird(1852,p.476)によると,農業革命期に

おいては優良地のみが耕地として利用されていたのに

対して,ハイ･ファーミング期においては劣等地にま

で耕地が拡大され,それらを含めた平均収量の増大で

ある点である.上述の技術的展開を考慮すれば,穀物

以外の飼料作物の増収 (単位面積当りにも,全体的に

ち)があったことも容易に想像できるし,したがっ

て,それは畜産部門の展開にも寄与したのである.

他面,畜産部門では畜産物価格の上昇や耕種部門か

らのより多量の飼料作物の生産に刺激されて,

①ショートホーン (Shorthorn)種やへレフォード

(Hereford)種 (以上肉牛),サウスダウン (South-

down)種や改良レスター (ⅠmprovedLeicester)種

(以上触手)等の優良品種の家畜を導入し,

④ それにともないストール (stall), ボックス

(box) と呼ばれる畜舎内での飼養の進展,多量･良

質の飼料作物に加えて,抽柏 (oiLcake)や亜麻仁殻

柏 (linseed-cake) 等購入飼料の利用,カブ･カッ

ターや亜麻仁殻粉砕機等飼料調製機械や尿潜(liquid-

manure-tank)の設置等の飼養方法が改善され,発達

することによって,畜産の丑的･質的発展が生じた.

量的には1866年から1874年までにグレイト･ブリ

テンでは牛は500万頑から600万頭へ,緬羊は3,000

万頭へと増加した (Ernle,1968,p.376).質的向上

については,コーンウォールにおける緬羊の新旧品種

の肥育速度と肥育丑比較を例とする.すなわち,在来

種は2-2.5年で クォーター当り (四足獣の一つの部

分)10-12ボンドに成長し,販売されていたが,改良

品種は1-1.5年でクォーター当り18-24ポンドに成

長し,版売されたのである.また,舎飼いによる厩肥

の確保や尿溜設置による尿の確保は家畜の多頭飼育と

結びつき,多量･良質の堆厩肥を生産し,それの耕地

遭元によって地力の維持 ･増進 に貢献したのである.

以上述べたように,ハイ･ファーミング期における

穀物 ･畜産物価格の有利な条件等のもとで,耕種部門

では粂播農法を基軸とした技術体系に基づいて多量の

穀物と同時に多量の飼料作物を生産し,畜産部門では

優良品種の家畜の導入を実機とする飼養管理の集約化
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の結果として家畜の質･畳の向上と同時に多量 ･良質

の厩肥を生産し,ここに農業革命期ノーフォーク農業

の段階よりも生産力水準の高い混合農業がイギリス

全域において展開するのである. この結果 として,

Ernleがさ卓に指摘した "地代と利潤の増加"が生じ

るのである.

要するに,穀物法は撤廃され,自由貿易は実現され

たけれども,価格低落の懸念に反して, しかし,価

格低落という危機感のもとで発達した "技術"を基礎

に,農業はハイ･ファーミング,あるいは混合農業と

いう形で発展したのである.この発展のなかに,つづ

く農業大不況を克服する経営 ･技術的基礎が醜成され

つつあった点が留意されねばならない.

3.19世紀末農業大不況と

混合農業の再編

ハイ･ファーミング,あるいは,農業の黄金時代は

永続きすることなく,19世紀末にイギリス農業は大

不況 (GreatDepression) に直面するにいたった.

この時期の特徴について,再び Ernle(1968, p.

349) によると,"統治後半の26年間 ｢1875-1901年

･--筆者注)は農業の逆境,すなわち,地代の低下,

利潤の縮少,耕作農業地域の稀少,家畜の減少,土地

改良への支出の減少"の時期であった.

ハイ･ファーミング期においては "地代と利潤の増

大"がもたらされたのに対して,農業大不況期の特

徴は "地代の低下,利潤の縮少"であった.しかし,

Ernleの特徴とした点はむしろ農業大不況の結果にす

ぎず,その原因の究明が必要である.農業大不況の主

要な原因は第一に海外競争の激化,その結果として

の "農業のあらゆる部門における価格の低落 (Perry,

1974,p.40)と,第二にハイ･ファーミング掛 こおけ

る u高投入一高産出"という経営構造の確立,それに

ともなう高地代であるとみられ,さらに,頻繁に発生

した悪天候,地方税 (十分の-秩,教育税,衛生私

公道税等)の圧迫が農業大不況の第二義的な原因とみ

られている (Perry,1974).悪天候について一言する

と,1874-82年までに豊作 はわずか 2回のみ,とく

に,1879年の不作は驚異的であった.Caird(1967,

付表)によると,エーカー当り小麦平均収量28ブッ

シェルを100とすると,1879年のそれはわずか 58に

すぎなかった･ さらに,1891-92年の厳冬,1893年

の早庖,1894年の不作がつづいた. この天候不順 は

作物のみならず,家畜にも悪影響を与えた.たとえ

ば,牛疫 (rinderpest)や口蹄疫 (footandmouth



26 佐 藤 俊 夫

disease)等の伝染病が流行し,多数の家畜が雁病した.

19世紀末農業大不況の主要な原因の一つが "海外

競争の激化一農産物価格の低落"であるので,この点

について検討する.

第2表はイギリスにおける小麦および小麦粉の輸入

量と輸入額を示したものであるが,これによると,棉

入量は1871年以降急激に増加している.1866-70年に

約3,700万 cwt(1cwt幸50kg) であったものが,

1871-75年 には5,000万cwt,1876-80年 には6,300

万cwt,1881-85年には7,700万 cwt,189ト95年に

は9,600万 cwtと大幅に増加している.しかし,輸

入額をみると,その額は停滞的であり,小麦価格の低

落がこの裏からもうかがえる.この点については後述

する.

第2表.小麦 お よび小麦粉の輸 入量と輸入額
(Curtler,1909;Ernle,1968よ り作製).
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この多量の穀物のイギリスへの輸出国を示したのが

第3表である.19世紀前半においてはドイツ,北欧,

ロシア等から多量の小麦がイギリスに輸入されていた

のであるが (Pay,1932,p.117),世紀末には,第3

表によると,アメリカ合衆国･カナダからの輸入割

合が1875-77年 47.0%,1881-83年59.0%,1893-95

年55.5% と輸入量の過半を占めるようになった. こ

れらの数値はアメリカ合衆国とカナダを合せたもので

あるが,その大部分はアメリカ合衆国からのものであ

る.アメリカ合衆国がイギリス-の小麦の大輸出国と

なった理由は,(1)アメリカ合衆国における西漸運動

の進展による小麦生産量の増加,その結果としての過

剰生産, (2)陸上ならびに海上における交通運輸条

件の改善一運賃の低廉化である.この間の事情につい

て,ray(1932,p.120)によると,"70年代にアメリ

カから悪鬼 (bogey)がやってきた.その足は鋼鉄船

であり,その腕は大平原に広がる鉄道であり,そして

その腹にはシカゴ小麦が請っていた".

第3表.イギリスにおける諸国からの小麦および小

麦粉の輸入割合 (Vem,1933より作製).(単位%)

1875-77188ト831983-951904-13

ヨーロッ
ロ シ
アメリカ
カ ナ
イ ン

.
7

.
6

.

..1O
-
〇

一
.

4
′hY
5

′hV1

5

=リ
b1

=

.
7

.
5

.
0

.
4

二

.
4

0
1

0
ノ
1

7

ー
■1

5

1

.
8

.
7

.
0

.
1

二

.
4

0
′0
7

′0

0ノ

2
1

4

1

-ヽ-
ノ

'一

国
ア
国
ダ
ド
ン

ア
他

諸

衆

チ
-

パ

合

ン
ラ

5
ノーU
′-U
4

5
7
n7
'ヽ
一

合 計 100.0 100.0 100.0 100.0

1.ヨーロッパ諸国とはドイツ,フランス,オース

トリア,ハンガリー,ベルギー,ルーマニアで

ある.

2.オーストラリアは1893-95年までその他に含め
られている.

上記の理由について若干補足しておきたい.まず第

一の点については,アメリカ農業は南北戦争後大きく

発展した.いわゆる "西漸運動"が展開されたのであ

る.西部開拓の困難は①東部土壌とは異なった西部樽

有の土壌 (これは雨量の少ないことによる),㊥資材･

農産物の輸送機閲の未発達であったが,これらの諸困

難は西漸運動の過程で解決され-水不足に対して効率

のよい風車の発明,平原専用の農業機械の発明,東部

と異なった頑丈な春小麦や冬小麦の発見,放牧牛から

農作物を保護することに成功した有刺鉄線の発明･実

用化,そして大陸横断鉄道の開設-,小麦生産は東部

資本の需要以上に生産されるにいたった.つまり,穀

物の過剰生産が惹起されたのである.さらに,アメリ

カは建国以来家族経営の存続をその精神としており,

肥沃な土壌で,かつ地代なしで生産が行なわれてい

た.過剰生産のもとで,低廉な穀物輸出が可能であっ

たのである.

第二点目についてみると,常盤 (1966,1423頁)に

よると,"ともあれ,1860年代以降における世界の鉄

道網の発達はめざましく,･--1860-95年の間にヨー

ロッパは約5倍,その他の三大陸では30倍以上 に発

展したのである.海上運輸手段 も相当な発展をなし,

1870年代を画期 として蒸汽船の占める割合が圧倒的

に多くなっていった". また,"1872年38カ国の船舶

総 トン数のうち兼汽船 トン数の占める割合は40%に

達 しなかったが,1876年 には53% を 占めるにいた

り,わずか4年の間に蒸汽船 トン数は2倍ちかくに増

加した.次の4年間には,さらにその3倍近くに増大

し,1872年に比較すると1880年は5倍以上に増加し

ている.そして船舶総 トン数に対する蒸汽船 トン数の
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占める割合は80%に達し,1892年には82%を占め

るにいたっている". このような鉄道網の発達,兼汽

船 (冷凍船も含めて)の発達は輸送時間の短縮化のみ

ならず,運真の低廉化をももたらしたのである.この

点に施して,Perry(1974,p.51)によると,"1882

年に羊肉をニュージーランドからブリテンにまで運搬

するのにボンド当り2y2ペンスの費用であったが,

1898年には1/2ペンスとなった.小麦をシカゴからリ

グァプールまで運搬するのに1860年代後期にクォー

ター当り15シリング11ペンスの費用であったが,

1900年代初期にはそれはわずか3シリング11ペンス

にすぎなかった".

このように,イギリスにおける穀物輸入は長期にわ

たる天候不順の結果である穀物不足を実機として行な

われたのであるが,いまやその限界を超えてイギリス

農業者を圧迫するにいたった.つまり,過剰生産に悩

むアメリカ合衆国は過剰穀物の処理のために自由貿易

朱を採用しているイギリスへ大主にかつ低廉に (低生

産費および低運賓という二重の意味で)小麦を送りこ

んだのである.このような多量かつ低廉な小麦の輸入

によって,イギリスにおける穀物価格は大幅に低落し

てしまった.第4表は180ト1905年の穀物価格の推移

を示したものであるが,これによると,小麦価格は

1871-75年にはクォーター当り55シリングであったが,

1876-80年には48シ))ング,1881185年には40シ1)ン

グ,1886-90年には31シリング,そしてそれ以後には

20シリング台と大きく低下するにいたったのである.

第4表.1801-1905年における穀物価格の推移
(Curtler,1909,pp.350-353より作製).
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他方,畜産物 においても輸入 は増加した.第5表

によると,1870年以降輸入量は年々増大しており,た

とえば,枝肉の輸入量をみると,1866-70年には 116

万cwtであったのが,1876-80年には584万 cwt,

1886-90年には768万 cwtと大幅 に増加している.

これは天候不順のもとで伝染病の多発による供給量の

減少,穀物価格の低落による肉需要の増大,そして前

述した交通運輸条件 (冷凍船の発達をも含めて)の改

善によるものとみられる.その結果,畜産物価格は,

Curtler(1909,p.334) によると,"1871-75年と

1906-07年の価格について,前者を100とすると,級

者は牛肉71,羊肉93,ベーコン121,バター97,チー

ズ100"となっており,肉価格, とくに牛肉の価格低

下が著しい.しかし,前述の小麦価格の低落ほどでは

ないことに注意すべきであろう.穀物価格の大暴落,

したがって,飼料用穀物価格の低落とあいまって,畜

産物価格の相対的有利性の存在が後述するように畜産

部門の展開を促進するのである.

第5表.イギリスにおける牛,緬羊,豚,枝肉の
平均輸入頭数･量 (UniyersityorCambridge
ed.,1919より作製).

(単位 頭 cwt)
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以上19世紀末農業大不況の主要原因の一つである

"海外競争の激化一農産物価格の低落"に関して述べ

たので,ついでもう一つの原因,すなわち,ハイ･フ

ァーミング期における "高投入一高産出の経営構造の

確立と高地代"について述べる.

混合農業は,前節でみたように,耕種･畜産両部門

における有機的に結合した技術的展開にもとづく高い

生産力を実現しうるメカニズムを有していたのである

が,それが活発に作用するためには,条播機,深耕型,

毒力中耕機,飼料調製機,購入飼料や購入肥料,土地

改良等に多額の資本を要する.すなわち,混合農業の

有する高い生産力を現実のものとするためには,多額

の資本投下が必要である･この意味において,混合農

業は費用のかかる農業であった.他面,混合農業が高

い生産力,その結果として高い収益を実現しうるから
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こそ,農場の取得をめぐって競争が生じ,その結果,

高地代が実現するのである.地代の推移 は,Caird

(1967,付表)によると,1770年13シリング,1850年

27シリング,1880年30シリングであった.

以上,19世紀末農業大不況の主要原因について検

討したのであるが,要約すると,アメリカ合衆国にお

ける過剰穀物が交通運輸条件の改善を媒体として "大

量かつ低廉"に自由貿易策を採用しているイギリスに

殺倒し,イギリス国内における穀物価格を大幅に低下

させた,他方,イギリス農業は19世紀中葉の高価格

条件のもとで "高投入一高産出"の経営構造を確立

し,また,高地代を実現していた.したがって,イギ

リス農業者はアメリカ合衆国における低コスト･過剰

穀物には対抗できず,苦境に落ちこんだのである.畜

産物においても穀物ほどではないが価格の低下をみた

のである. このように一方では農産物価格の低下,他

方では高地代を含む高生産費のもとで,イギリス農業

は苦境に落ちこみ,その結果として,さきに Ernle

が指摘した "地代の減少,利潤の縮少"がもたらされ

たのである.利潤･地代の減少の程度を椎名 (1972,

182頁)によってみると,1874-75年から1884-85年と

の対比において,ノーザンバーランドではそれぞれ30

%,25%の減少,ダラム等では25%,30%の減少,

ヨークシァでは30%,50%の減少,スタッフオード

シァ, シュロブシァでは25%,40%の減少, リン

カーンシァ･ベッドフオートシァ等では30%,20-

60%の減少,ハートフォードシァでは25%,40-60

%の減少,ケント,サシックスでは25%の減少 (地

代),ノーフォーク,サフォ-ク等では33-40%の減

少 (地代)等であり,地代･利潤の減少はイングラン

ド全域にわたってみられる.

このような状態の中で,イギリス農業における土地

第 6表. イングランドにおける土地利用と家畜飼養
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利用および家畜飼養頭数の推移を示したのが第6表

である. これによると,穀作面積は1871年の768万

エーカーをピークに以後減少し,とりわけ小麦作付面

積は1871年の331万 エーカーか ら1901年の162万

エーカーへと半減している.対して,輪作の中で栽培

される根菜類や牧草栽培面積,とくに牧草栽培面鏡は

増加しており,永久放牧地等においては急速に拡大し

ている.穀作面積の減少,牧草栽培面積および永久放

牧地等の増加が著しい.他方,家畜については,牛･

馬いずれも増加しており,また,緬羊や豚については

年次による変動はあるが,傾向的には停滞的にみえ

る.しかし,前述した天候不順による伝染病の発生に

よる家畜の減少を考慮すれば,いずれの家畜も増加し

ているものと推測できよう.

このように,19世紀末農業大不況期におけるイギ

リスの土地利用および家畜飼養の特徴は耕種農業の衰

退と家畜農業の展開 といえるであろう. いいかえる

と,ハイ･ファーミング期に展開した混合農業は世紀

末農業大不況期に畜産部門により重点を置いた家畜農

業に再編されたのである.この間の事情を岩片(1982,

26頁)によってみると,イギリスは "19世紀の中葉

までに輪栽式をいよいよ一般的ならしめたのであっ

て,この経営方式は19世紀の70年代に最高潮に達し

たわけである.英国で一般に混同農業 (mixedhus･

bandry)と呼ばれるこの方式は,経営に対しては穀物

と養畜との収益のバランスの上に成立し, したがっ

て,両者の価格比率のいかんに応じて,それぞれの重

点性を異にすべき契機を与えている".っまり,経済

的条件の変化に対応しうる経営的･技術的条件がこの

時期に成熟したといえよう.したがって,大不況期に

おける小麦価格の大暴落,畜産物価格の相対的有利性

という条件に対応して,経営は畜産経営へと転化する

(Ernle,1968,pp.512-513,516-517より作製).

(単位 千エーカー,千頭,%)
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イギリスにおける穀物法の撤廃と農業

ことができたのである.

イギリスでは以後家畜農業を中心として展開するこ

とになり,"第 1次世界大戦の勃発-州 までに,国民

はそのすべての食糧のちようど半分を輸入に頼るよう

になっていた.パン用穀物の75%を下らない量が海

外から来ていた"(三沢訳,1978,98真).この こと

が第 1次大戦中の食糧輸送の棲乱によってイギリス国

民に深刻な食糧不足を引き起した点が留意されねばな

らない.

4. 自由貿易と農業

穀物法の撤廃,あるいは,農産物の自由貿易のもと

で,19世紀中葉においてはハイ･ファーミングの実

乱 あるいは,混合農業の展開という農業の発展があ

り,世紀末においては農業は大不況に苦しめられた.

同じく自由貿易のもとにありながら,農業はある時期

には発展し,ある時期には不況･衰退した.

このことは,前述したように,ハイ･ファーミング

期,大不況期それぞれの農業をとりまく条件の違いの

点から説明することができる.すなわち,ハイ･フ

ァーミングの時期においては,ヴィクトリア朝期の経

済光栄,そして自由貿易下にあるにもかかわらず前述

の理由による農産物輸入量の減少のもとでの農産物価

格の好条件等々が刺激となり,農業諸技術の進展を惹

起し,その結果,農業の繁栄がもたらされた.

反して,世紀末においては,イギリス農業は海外と

の競争に直面した.競争相手はアメリカ合衆国であっ

た."アメリカの大草原の開拓とその豊かな穀倉への

転換,それに輸送技術の進歩による輸送費の軽減等々

が黄金時代には考えられなかったアメリカを直接の競

争者として台頭 させたのである"(小楓 1973,83

頁).ハイ･ファーミング期における "高投入一高産

出"の経営構造の確立および高地代の実現と同時に,

アメリカ合衆国からの大豊かつ低廉な穀物の輸入によ

るイギリス穀物価格の大暴落によって,イギリス農業

者は不況に苦しんだのである.いいかえると,ハイ･

フT-ミング期においては自由貿易といえども,農産

物は輸入されなかった,あるいは,諸外国は主として

戦争のためにイギリスへ穀物を送ることができなかっ

た.名目的には自由貿易であったけれども,自由貿易

の実効はなんら表面化しなかったのである.自由貿易

の実効が表面化 したときには,つまり,アメリカ合

衆国からの多量かつ低廉な農産物が輸入されたときに

は,イギリス農業は大きな打撃を受けた.高度集約農

栄,あるいは混合農業という高い生産力を有する農業

29

においてもーむしろ高度に集約であるために一自由

貿易のまえにはもろくもくずれさってしまったのであ

る.

以上述べたことから,イギリスにおける19世紀末

農業大不況の主な原因は自由貿易策の採用-そのため

に海外からの大量･低廉な穀物の輸入,そして価格の

低落-であるともいいうる.しかし,なんらかの保護

措置が他のヨーロッパ諸国においてと同様に,イギ))

スにおいても採用されれば,農業大不況の影響は大き

く緩和されたであろうと考えることは結果論にすぎな

い.その時代の政策はそれなりの合理性を有するから

である.農業大不況のなかで,イギリス国民は農産物

貿易の 自由か保護かについていかに考えていたのか,

この点についてトレグェリアン (林 訳,1950,205-6

頁) はつぎのように述べている.すなわち,"いまだ

に小農階級をもち,それを社会槻横の一つの安定要素

として位置づけているヨーロッパの他の諸国は,関税

によってアメリカの食糧品の流入を防いだ.しかし,

イングランドではこのような政策はなんら採用される

ことなく,また真面目に考慮されもしなかったのであ

る.自由貿易がわが国の非常な繁栄の秘密であるとい

う信念,わが国の努力と盲とがその上に安全に立って

いる世界商業に干渉することに対する嫌悪,数におい

ても,また,さらには知的な指導力においても都市が

田舎に優っているということ,穀物法が貧民に対し

てパンを非常に高価なものとしたうえた40年代の想

い出-これらすべての条件が国民生活を救済するため

のどんな努力をも阻止したのであった".まさに,当

時においては自由貿易･自由放任政策こそイギリスの

繁栄の秘密であり,保護への復帰はまったく考慮され

なかったのである.

にもかかわらず,自由貿易･自由放任政策が農業お

よび国民経済にいかなる影響を及ぼしたかについての

イギリスの経験はわが国農業および国民経済の将来展

望のために大いに参考になると考える.イギリスが自

由貿易･自由放任政策と農業･国民経済との閑適につ

いて "実験した"唯一の国であるからである.この点

について,イギリスの経済学者 マックローン (井上

釈,1964)は過去の自由貿易･自由放任政策がイギリ

スの農業,国民経済等に及ぼした諸影響を分析した結

果,その功罪についてつぎのように述べている.マッ

クローンの見解を小林 (1984,125-6頁)によってみ

てみよう.

まず功績は次の6点に要約されている.すなわち,

①海外よりの低廉な食糧の輸入によりイギリスの食糧
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価格は低水準に維持され,賃金の上昇を抑え,工業製

品の労働コストは相対的に低く維持された･④農産物

の輸入により,その相手国にイギリス工業製品に対す

る購買力を与え,イギリスの貿易拡大に貢献するとと

もに,イギリスの工業発展を促進した.⑨ イギリス

は,国際的にみて,生産性の低い農業よりも生産性の

高い商工業に資源を投下することにより,資源の有効

利用が実現され,その結果,イギリスの国富を増大さ

せ,国民の生活水準を向上させることができた･④ ･

⑤省略.⑥イギリス農業は外国農業との競争にさらさ

れて,穀物生産が不利となったため,農業生産は酪農

業に重点をおいた畜産業に移り,その結果,永年牧草

地が増加した.このことはイギリスの農地の肥沃性を

増大させ,第 1次大戦中,穀物の国内増産を緊急に必

要としたときに穀物の急速な増産に貢献した･

ついで,欠点としてつぎの2点に要約される.すな

わち,①イギリスの農業生産は,海外からの大量の食

糧輸入により圧迫されて,縮小 を余儀なくされたた

め,食糧の自給率が著しく低下した.その結果,海外

よりの食塩輸入が激減した第 1次大戦中に深刻な食糧

危機を経験した.㊤イギリス農業は外国農業との競争

により不振となり,農業就業者は大幅に減少した.こ

の過程において,不能率な農業者が淘汰され,対外競

争力を具えた生産性が高く経営規模の大きい農業者が

生き残ると期待されたが,この期待は必ずしも実現さ

れず,企業心の旺盛な農業者は離農し,また,農業不

況のため農業投資が不足し,その結果,農業資本設備

が荒廃する等の望ましくない現象が一部発生した.

このように,マックローンが約100年 (1846-1930

年代)にわたる従来の自由貿易･自由放任政策の功罪

を明らかにすることによって,"過去の自由貿易･自

由放任政策を無修正に再び採用することの望ましくな

いこと''(小林,1984,126真)を明確に指摘している

ことは注目に値する.すなわち,わが国における食用

農作物の総合自給率は昭和57年度73%,穀物自給率

は33%にすぎず (先進国中最低),すでに食糧の大半

を海外に依存しているにもかかわらず,工業製品の集

中豪雨的な輸出のみかえりとして農産物輸入の自由化

をさらに促進しようとする動きに対して,わが国農業

の将来展望のためにも,農産物の自由貿易を実践した

唯一の国であるイギ))スの経験一自由貿易 ･自由放任

政策の功罪を踏まえた国内農業保護の在り万一を積極

的に活用する努力が必要である.

俊 夫
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Summ&ry

ThroughtherepealorCornLaws(theyregulatedthecorn-pricebymeansor
administration orimportandexportorcorn)in 1846,England adopted Free
TradePolicy.Thispaperaimstomakeaclearknowledgeaboutsomeeffectsof
FreeTradePolicyonEnglishAgriculture.Theresultsorthisstudyareasfol-
lows:

(i)DuringaboutthirtyyearsaftertherepealofCorn-Laws,EnglishAgri-
cultureprosperedunderthegoodconditionsorcorn-andlivestock-prices,andso
forth.Butduringthenexttwentyyears,EnglishAgriculturewasgreatlydepres-
sed.

(2)UnderFreeTrade,foroneperiodagricultureprospered,butfortheother
itwasdepressed.Thereasonofthismaybeexplainedbythefactthatforthe

formerperiodcalled "High Farming"Cornwasnotimportedfrom anycountries
through certaininternalaLrairsthemselves(forexample,CivilWarinUSA,and
CrimeanWarinRussia),butforthelatterperiodcalled"GreatDepression"corn

wasimportedinlargequantitiesatalowpriceduetoboththedevelopmentof
agrlCultureinUSA andtheimprovementintransportation,i.e.extentionandde-
velopmentorrailwayandsteam-ship.
(3)Themixedhusbandrywhich haddevelopedduring theperiodor"High

Farming"wascrusheddownbyverylowprlCeSOfcornandlivestockcausedby
thevastimportsofagriculturalproductsfrom USA.
Themixedhusbandrywascomposedorarable-andlivestock-enterprlSeS,SO

thatithad apossibility torealizehigh productivitythroughtherelationships
betweenthem.Butinorderthatthemixedhusbandrycanrealizehighproducti-
vity,itrequiresalargeamountofcapitaltobeinvestedtomachines,land-impro-

vements,purchasedfeedsandartificialfertilizer,andsoon.Accordinglyitcosts
high.Forthesecostsincludinghighrents,EnglishAgriculturewasdepressedby
theforeignagriculturalproducts.
(4)From theabove-mentioned fact,itmaybeconcludedthatEnglishAgri-

culturewasdepressedastheresultoradoptionofFreeTradePolicy.However,
accordingtoEnglish ExperienceaboutFreeTradeduringthelastonehundred
years,FreeTradePolicyhasnotonlymanymeritsbutalsosomeimportantdeme-
rits.Now,WemustmakegooduseofEnglish Experienceinthefaceofthe

trendofFreeTradeofagrlCulturalproductsinJapan.


